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平
和
の
祭
典
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
世
界
は
い

つ
戦
争
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
緊
張
し
た
情

勢
で
す
。
そ
の
発
端
と

な
っ
た
ア
メ
リ
カ
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
。
ト
ラ
ン

プ
米
政
権
の
協
力
要
請

を
踏
ま
え
、
自
衛
隊
を

中
東
へ
「
派
遣
す
べ
き

だ
」
は
28
・
２
％
で
、

「
派
遣
す
べ
き
で
は
な

い
」
は
57
・
１
％
で
し

た
が
、
ト
ラ
ン
プ
の
御

機
嫌
伺
ば
か
り
の
安
倍
、

日
本
が
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
大
の
中
東

に
自
衛
隊
派
遣
を
し

ま
し
た
。

昨
年
の
衆
議
院

選

岩
手

で
野

党
共

闘
の

横
沢

高
徳

さ
ん

が
当

選
し

安
倍

政
権

崩
壊

が
始

ま
り

ま
し

た
。

「

桜

を

見

る

会

」

「
カ

ジ
ノ

を
含

む
総

合
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）

事
業

の
参

入
を

巡
る

汚
職

事
件

」
「

原
発

再
稼

働
」

「
憲

法
改

正
」

「
自

衛
隊

中
東

へ
隊

派
遣

を
閣

議
決

定
」
「

10

月

か
ら
の

消
費
税

10

％

」
。
ど

こ
を

見
て

も
安

倍
政

権
の

数
々

の
悪

行
ば

か
り

で
す

。
今

年
こ

そ

ス
ト

ッ
プ

安
倍

に

す

る
た

め
に

共
闘

の

力
を
出
し
切
り
ま
し
ょ

う
。２

０
２
０
年
国
民
春

闘
岩
手
県
共
闘
会
議

１
月
４
日
サ
ン
ビ
ル

７
階
会
議
室
に
お
い
て

岩
手
県
各
地
か
ら
集
ま

り
春
闘
共
闘
年
次
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
春
闘
共
闘
議
長
金

野
耕
治
氏
よ
り
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
２
０
２
０

年
国
民
春
闘
の
課
題
と

題
し
て
、
全
労
連
常
任

幹
事
中
野
智
氏
よ
り
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
春
闘
を
め

ぐ
る
情
勢
。
安
倍
の
ミ
ッ

ク
ス
の
失
敗
、
消
費
税

の
景
気
悪
化
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
需
要
の
終
了

な
ど
経
済
状
況
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。

可
処
分
所
得
の
減
少

は
主
要
先
進
国
で
は
日

本
だ
け
。
大
企
業
と
中

小
企
業
の
「
格
差
是
正
」

正
規
労
働
者
と
日
正
規

労
働
者
と
の
「
格
差
是

正
」
誰
も
が
８
時
間
働

い
た
ら
ま
と
も
に
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
。

春
闘
の
課
題
と
し
て

憲
法
改
悪
も

あ
き
ら
め
て
い
な
い
。

安
倍
政
権
を
桜
を
見
る

前
に
退
陣
さ
せ
る
。

全
国
一
律
最
賃
制
度

の
確
立
。
全
国
ど
こ
で

暮
ら
し
て
も
時
給
１
５

０
以
上
が
必
要
。
最
低

賃
金
に
格
差
が
あ
る
の

は
お
か
し
い
。
通
常
国

会
で
の
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
度
の
法
制
化
を

目
指
す
。

要
求
実
現
の
近
道
は

仲
間
を
増
や
す
こ
と
！

質
疑
・
討
論
で
は
、

農
協
労
組
村
田
・
国
公

吉
田
・
気
象
佐
藤
・
自

冶
労
小
野
寺
・
自
冶
労

学
校
千
葉
・
岩
手
医
労

各
氏
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

２
０
２
０

新
春
旗
び
ら
き

１
月
４
日
サ
ン
ビ
ル

７
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
２
０
２
０
新
春
旗

開
き
行
わ
れ
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
「
Ｊ

Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
」
二
人

の
歌
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。旗

開
き
に
は
、
各
界

か
ら
の
代
表
、
野
党
共

闘
の
横
沢
高
徳
さ
ん
も

参
加
し
て
頂
き
会
場
に

は
１
０
０
名
以
上
の
方

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
春
宣
伝
行
動

１
月
６
日
盛
岡
駅
前

で
新
春
宣
伝
行
動
に
30

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
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映
画
鑑
賞
の
お
知
ら
せ

『
私
た
ち
が
生
ま
れ
た
島
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
２
０
１
８
』

日

時

２
月
８
日
（
土

）

場

所

盛
岡
市
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て

入
場
券

前
売
り
１
０
０
０
円
（
組
合
補
助
あ
り
）

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
の
『
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
１
９
６
５
』

に
続
く
今
作
は
、
辺
野
古
新
基
地
問
題
を
背
景
に
し
て
複
雑

な
葛
藤
を
強
い
ら
れ
て
い
る
若
者
た
ち
を
主
人
公
に
、
若
い

世
代
の
可
能
性
を
縁
取
り
す
る
よ
う
な
作
品
で
す
。

山
形
地
裁
判
決
、
賠
償
額

最
低
の
44
万
円
。

２
０
１
９
年
12
月
18
日

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
で
山
形
県
に
避
難
し

た
２
０
１
世
帯
７
３
４
人

が
、
国
と
東
電
に
計
約
80

億
７
４
０
０
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
判

決
が
17
日
、
山
形
地
裁
で

あ
っ
た
。
貝
原
信
之
裁
判

長
は
、
原
告
５
人
に
対
し

計
44
万
円
の
賠
償
を
東
電

に
命
じ
、
国
と
東
電
の
賠

償
責
任
は
認
め
な
か
っ
た
。

東
電
の
責
任
の
認
定
が
分

か
れ
た
の
は
同
種
訴
訟
の

判
決
13
件
中
4
例
目
。
賠

償
命
令
額
は
最
低
で
、
原

告
側
は
控
訴
す
る
方
針
。

判
決
で
貝
原
裁
判
長
は
、

被
告
の
国
と
東
電
が
文
部

科
学
省
の
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部
に
よ
る
地
震
予

測
「
長
期
評
価
」
に
基
づ

き
、
津
波
来
襲
と
事
故
の

発
生
を
予
見
で
き
た
と
認

定
し
た
も
の
の
、
切
迫
性

が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い

と
し
た
。
東
電
は
一
定
の

対
策
を
講
じ
て
お
り
、
国

が
さ
ら
に
津
波
被
害
へ
の

対
策
を
指
導
し
て
い
た
と

し
て
も
、
対
応
に
は
限
界

が
あ
り
事
故
は
回
避
で
き

な
か
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

そ
の
上
で
、
被
告
側
に

不
法
行
為
は
認
め
ら
れ
ず
、

不
合
理
な
判
断
や
対
応
だ
っ

た
と
は
言
え
な
い
、
国
に

賠
償
の
義
務
は
な
い
と
し

た
。
東
電
は
過
失
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
責
任
を
負
う

立
場
に
あ
る
と
し
た
も
の

の
、
事
故
発
生
に
対
し
、

故
意
や
重
大
な
過
失
は
見

ら
れ
ず
、
直
接
請
求
な
ど

で
既
に
８
万
～
１
４
５
４

万
円
の
賠
償
を
得
て
い
る

原
告
に
は
、
さ
ら
な
る
慰

謝
料
な
ど
を
請
求
す
る
理

由
は
な
い
と
判
断
。
直
接

請
求
を
し
て
い
な
い
福
島
、

い
わ
き
両
市
か
ら
避
難
し

た
５
人
に
対
し
、
精
神
的

苦
痛
へ
の
賠
償
と
し
て
、

計
44
万
円
（
弁
護
士
費
用

を
含
め
1
人
８
万
８
千
円
）

の
支
払
い
を
命
じ
た
が
、

そ
の
他
の
主
張
や
請
求
は

退
け
た
。

子
ど
も
３
人
を
連
れ
て

福
島
県
内
か
ら
山
形
市
に

自
主
避
難
し
た
原
告
女
性

は
「
つ
ら
い
思
い
を
く
み

取
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と

判
決
に
不
満
を
漏
ら
し
た
。

白
浜
町
「
核
の
ご
み
」
拒

否
条
例
制
定

白
浜
町
議
会
は
18
日
、
県

内
で
は
初
め
て
と
な
る
、

放
射
性
廃
棄
物
な
ど
の
受

け
入
れ
を
拒
否
す
る
条
項

を
盛
り
込
ん
だ
条
例
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

国
が
お
と
と
し
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
、
い

わ
ゆ
る
「
核
の
ご
み
」
の

処
分
場
の
調
査
対
象
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
地
域
を

示
し
た
地
図
を
公
表
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
全
国
の

自
治
体
で
は
、
「
核
の
ご

み
」
の
受
け
入
れ
を
拒
否

す
る
条
例
を
制
定
す
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
白
浜
町
で

は
、
町
内
に
関
西
電
力
が

所
有
す
る
土
地
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
使
用
済
み

核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設

な
ど
が
建
設
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
白
浜
町
は
、

18
日
の
町
議
会
に
、
放
射

性
廃
棄
物
な
ど
の
受
け
入

れ
を
拒
否
す
る
条
項
を
盛

り
込
ん
だ
条
例
案
を
提
案

し
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
核
燃
料
や

放
射
性
廃
棄
物
の
町
内
へ

の
持
ち
込
み
や
、
こ
れ
ら

を
貯
蔵
し
た
り
処
分
し
た

り
す
る
施
設
の
建
設
を
認

め
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

原発ゼロ NO 105

原発避難者訴訟、国の責任認めず

温度差減で快適・安心「入浴生活」

冬場、体の芯まで温めてくれる「お風呂」は、何より

もありがたい。その反面風呂場で命を落とす人も多いか

ら注意が必要です。入浴中の死亡事故は年間、約2万件

近く!（交通事故の約４倍）。中でもその半数は12月～

２月の冬は起きている。

なぜ冬場に多いか。その理由が分かれば、安心快適の

お風呂生活につながります。

冬場の入浴は、短期間で血圧が上下しやすいため体へ

の負担が大きい。特に血管がもろくなっている高齢者な

どは注意が必要。死亡事故の多くは、脳卒中や心筋梗塞

と言った、血管に関連する原因が大半です。

チェック①温度差

寒い=脱衣所・浴室

暖かい=お風呂の中。急激な温度の変化が体に大きな負

担!!

簡単対策

〇脱衣所を温かく（暖房器を置く）

〇浴室も温めておく（温シャワーしておく）等

チェック②水分補給 気付かぬ間に水分不足 血液ドロド

ロで血管詰まりやすく!

お湯に体が浸かっている為、全身に汗をかいているこ

とに気づきにくいですが、42度のお湯に15分つかれば、

約８００ミリリットルもの汗をかくと言われています。

水分不足になった体は血流が鈍り、脳血栓、心筋梗塞

などのリスクを高めてしまいます。

体のためには、お風呂に入る前後に必ず水分補給を心

がけましょう。

簡単対策

〇水分を補給する（入浴前・後の水分補給を習慣にする）

〇アルコールは厳禁（ビール等のアルコール類は、利尿作

用があり、水分不足を促進させるので、体のためには絶

対厳禁）

チェック③溺れる 入浴中の眠気は失神直前!?気を失えば

沈んでも気付けない

リラックスして入るお風呂。ついウトウト眠ってしまっ

たことは誰しもあるはず―。ずが、入浴中の眠気は脳に

血液が行きわたらず、失神・気絶状態に陥っている場合

もあるため、要注意。

気絶した状態で湯船に沈んでしまうと反応できず最悪

の場合は溺死してしまいます。

簡単対策

〇食前に入浴する（食後は、うとうと眠くなりやすい）

〇お風呂用マクラを使う―等

安心入浴のすゝめ

一、家族に声をかけてから入る

二、脱衣所や入浴室を温かくする

三、急に湯船から立ち上がらない

四、食後はⅠ時間あけるのが理想的

人間が健康に生きて行く為に125

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国民春闘岩手県共闘会議

新春旗びらき

新春宣伝行動
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鉄
道
事
業
の
黒
字
を
継
続

す
る
に
は
厳
し
い
改
正
で

あ
る
。

組
合
は
、
今
回
の
ダ

イ
ヤ
「
改
正
」
で
コ
ン

テ
ナ
列
車
に
お
い
て
、

組
成
変
更
等
に
よ
る
輸

送
力
増
強
列
車
が
あ
る

も
の
の
新
規
の
列
車
設

定
は
な
く
、
輸
送
体
系

の
見
直
し
や
顧
客
の
生

産
体
制
変
更
に
よ
る
列

車
廃
止
が
目
立
つ
改
正

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

改
正
効
果
も
減
収
が
大

き
く
マ
イ
ナ
ス
効
果
と

な
っ
て
い
る
。

ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
で
重

要
な
こ
と
は
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
列

車
体
系
の
構
築
を
行
い
、

収
入
拡
大
に
最
大
限
に

取
り
組
む
こ
と
と
、
列

車
の
安
全
・
安
定
輸
送

の
確
保
で
あ
り
、
そ
の

輸
送
を
支
え
る
要
員
の

配
置
で
す
。

現
場
で
は
深
刻
な

要
員
不
足

年
休
の
抑
制
や
特
休

の
買
上
が
発
生
す
る
な

ど
安
全
な
列
車
の
運
行

に
支
障
を
来
し
か
ね
な

い
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
社

員
の
割
合
が
１
割
を
超

え
て
い
る
職
場
も
あ
り
、

基
準
人
員
の
見
直
し
が

必
要
で
す
。

近
年
、
自
然
災
害
に

よ
る
鉄
道
へ
の
影
響
が

多
発
し
て
お
り
、
今
年

度
は
台
風
19
号
に
よ
り

中
央
線
、
武
蔵
野
線
、

東
北
線
が
長
期
間
不
通

と
な
る
な
ど
鉄
道
貨
物

輸
送
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
組
合
は

今
後
想
定
さ
れ
る
災
害

に
備
え
、
迂
回
ル
ー
ト

や
輸
送
機
材
の
確
保
と

教
育
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
問
点
や
意
見
に

つ
い
て
、
貨
物
会
社
と

論
議
し
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
未
だ
不
透
明
な

事
柄
も
あ
り
、
改
め
て

解
明
等
を
申
し
入
れ
ま

し
た
。

３
月
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」

解
明
等
申
し
入
れ

１
．
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」

で
の
改
正
効
果
は
、
収

入
効
果
４
億
円
と
し
て

い
る
一
方
で
減
収
は
7

億
円
と
改
正
効
果
と
し

て
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
る
。
コ
ス
ト
削
減

効
果
な
ど
を
含
め
、
具

体
的
な
収
支
の
見
通
し

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

２
．
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」

に
お
け
る
要
員
計
画
及

び
列
車
本
数
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
新

規
採
用
者
数
と
退
職
者

数
を
支
社
別
・
年
度
ご

と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。ま

た
、
２
０
２
０
年

度
の
新
規
運
転
士
及
び

Ｄ
Ｌ
転
換
の
養
成
計
画

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

３

．

今
回

の

ダ
イ

ヤ

「
改
正
」
に
お
い
て
、

輸
送
体
系
の
見
直
し
や

顧
客
の
生
産
体
制
変
更

に
伴
う
列
車
廃
止
が
あ

る
が
、
今
後
に
お
い
て

も
収
益
性
の
低
い
列
車

の
統
廃
合
を
行
っ
て
い

く
の
か
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
鉄
道
貨
物

輸
送
の
社
会
的
役
割
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

４
．
中
期
経
営
計
画
２

０
２
３
に
お
い
て
２
０

２
０
年
度
の
鉄
道
事
業

は
12
億
円
を
見
込
ん
だ

計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、

東
京
レ
ー
ル
ゲ
ー
ト
ｗ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
開
業
に
伴
う
東

京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
発

着
の
列
車
に
変
更
や
列

車
増
の
考
え
が
あ
る
の

か
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
東
京
レ
ー
ル
ゲ
ー

ト
ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
収
入
効

果
は
ど
の
く
ら
い
見
込

ん
で
い
る
の
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

５
．
Ｄ
Ｅ
10
な
ど
輸
送

機
材
が
不
足
し
て
お
り

安
定
輸
送
に
も
支
障
を

来
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｄ

２
０
０
の
導
入
計
画
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

６
．
安
全
・
安
定
輸
送

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

安
全
を
担
保
で
き
る
要

員
の
配
置
は
不
可
欠
で

す
。
予
備
率
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
予

備
・
波
動
要
員
を
増
と

し
た
基
準
人
員
の
見
直

し
を
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
社
員

の
要
員
と
し
て
の
基
準

を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
現
在
員
措
置
と

し
て
の
対
応
を
検
討
さ

れ
た
い
。

７
．
今
後
想
定
さ
れ
る

大
規
模
災
害
に
備
え
、

迂
回
ル
ー
ト
や
輸
送
に

関
わ
る
要
員
の
教
育
、

輸
送
機
材
の
確
保
が
必

要
で
す
。
二
種
免
許
返

上
線
区
の
乗
り
入
れ
な

ど
柔
軟
な
対
応
が
出
来

る
よ
う
旅
客
会
社
や
国

へ
の
調
整
を
測
ら
れ
た

い
。

８
．
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
移
転
に
つ
い
て
、

現
時
点
の
状
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

９
．
災
害
時
等
に
お
け

る
貨
物
列
車
の
長
時
間

抑
止
や
ダ
イ
ヤ
設
定
の

問
題
、
増
加
傾
向
に
あ

る
線
路
使
用
料
は
、
当

組
合
が
再
三
指
摘
し
て

い
る
「
第
二
種
鉄
道
事

業
者
」
と
し
て
の
「
足

枷
」
並
び
に
「
構
造
的

矛
盾
」
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
り
貨
物
会
社
独

自
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
で
す
。
今
後
こ
の

よ
う
な
問
題
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
の

か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

以

上

２
０
２
０
年
３
月
ダ
イ
ヤ「
改
正
」

に
関
す
る
解
明
等
申
し
入
れ

２
０
１
９
年
12
月
22
・

23
日
山
形
蔵
王
、
蔵
王

四
季
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
秋
田
・
岩
手
・
宮

城
・
福
島
か
ら
９
名
が

参
加
し
建
交
労
東
北
地

方
協
議
会
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
青
森
？
山
形
か
ら
の

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
岩
手
か
ら
高
橋

委
員
長
、
昆
書
記
長
、

須
藤
が
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

蔵
王
も
温
暖
化
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
ス
キ
ー

場
ゲ
レ
ン
デ
に
は
雪
が

少
な
く
、
ホ
テ
ル
で
は

キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
い
と

嘆
い
て
い
ま
し
た
。

各
業
種
の

活
動
と
課
題

労
職
部
会
。
春
の
東

北
６
県
労
働
局
要
請
、

秋
の
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
労
働
者
の

労
働
時
間
短
縮
に
つ
い

て

労

働

局

は

「
36
条
協
定
書

の
時
間
外
労
働

が
必
要
な
理
由

が
、
”
工
期
短

縮
は
認
め
な
い
”

と
い
う
姿
勢
に

前
進
し
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
根
絶
第
６

陣
提
訴
で
、
仙

台
地
裁
に
は
、
、

原
告
６
名
（
青

森
４
、
宮
城
１
、

山
形
２
）
。
現
在
の
進

行
状
況
は
、
年
度
内
和

解
解
決
が
射
程
内
に
入
っ

た
と
評
価
で
き
ま
す
。

ダ
ン
プ
部
会
。
東
北

の
広
域
化
を
展
望
し
て

使
用
促
進
闘
争
を
東
北

共
同
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
市
場
単
価
は

３
３
０
０
０
円
～
３
６

０
０
０
円
程
度
で
組
合

の
使
用
促
進
闘
争
で
合

意
し
た
現
場
で
は
５
０

０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

で
、
４
月
以
降
の
発
注

現
場
は
に
関
し
て
は
５

１
０
０
０
円
（
消
費
税

別
）
で
就
労
し
て
お
り
、

市
場
単
価
か
ら
１
万
～

１
５
０
０
０
円
程
度
多

く
も
ら
え
て
い
ま
す
。

組
合
の
使
用
促
進
を

否
定
す
る
ゼ
ネ
コ
ン
に

関
し
て
は
、
株
を
購
入

し
株
主
総
会
へ
参
加
し
、

ダ
ン
プ
の
実
態
・
安
全

の
運
行
の
必
要
な
単
価

問
題
で
直
接
ゼ
ネ
コ
ン

役
員
へ
追
及
し
て
い
ま

す
。ト

ラ
ッ
ク
部
会
。
全

国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
か
ら

講
師
を
招
き
。
法
改
正

の
内
容
、
組
合
活
動
の

学
習
会
を
仙
台
市
で
開

催
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ

デ
モ
は
秋
田
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
が
、
長
年

取
り
組
ん
で
き
た
宮
城

は
交
運
共
闘
で
参
加
組

織
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
チ
ラ
シ
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

東
北
地
協
基
本
的
な
運

動
方
針

１
、
年
一
回
の
幹
事
会
・

総
会
で
交
流
を
深
め
る
。

２
、
東
北
の
中
で
高
い

到
達
点
を
築
い
て
い
る

県
本
部
や
支
部
の
運
動

に
近
づ
け
る
。

３
、
組
織
拡
大
を
積
極

的
に
取
り
組
む
。

４
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
要
請

行
動
、
学
習
会
等
に
必

要
な
支
出
を
し
て
行
く
。

５
、
青
年
部
・
女
性
部

の
活
動
強
化
を
進
め
る
。

学
習
交
流
を
進
め
組
織
拡
大
を
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２
０
２
０
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
は
、
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー
プ
中
期

経
営
計
画
２
０
２
３
」
に
基
づ
き
、
運
賃
改
定
後
の
推
移
を
見
極
め
る
た
め

原
則
と
し
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
、
国
内
労
働
力
人
口
の
減
少
に
よ

る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
つ
つ
、
機
材
運
用
の
見
直
し
に
よ
る
生
産
性
向
上

や
駅
業
務
体
制
の
適
正
化
を
図
る
な
ど
、
収
益
性
向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
、

経
営
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
見
直
し
を
考
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

井
の
中
の
蛙
つ
ぶ
や
く
独
り
言

六

今
年
の
日
本
水
害
多
発

原
因
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
が

忘
れ
ら
れ
て
る
原
因
一
つ

山
林
田
畑
打
ち
捨
て
ら
れ
て

手
入
れ
届
か
ず
ほ
っ
た
ら
か
さ
れ

降
っ
た
雨
水
そ
こ
に
た
ま
ら
ず

す
ぐ
に
流
出

河
は
あ
ふ
れ
る

農
林
業
を
大
事
に
し
て
こ
そ

自
然
災
害
少
な
く
出
来
る

農
政
重
視
の
政
治
に
変
え
よ
う

ご
意
見
歓
迎

い
の
旬

水
田
は
ダ
ム
の
代
わ
り
と
な
り
、
昔
か
ら
水
害
を
予
防
し
て
い
た
。
水
田
の

補
水
量
は
日
本
の
ダ
ム
の
２
倍
、
昭
和
40
年
代
は
4
倍
く
ら
い
あ
っ
た
。
水
田

を
守
る
こ
と
は
自
然
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
須
藤

仰
る
通
り
水
田
は
勿
論
ダ
ム
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
山
林
の
水
源
涵
養
機

能
も
原
生
林
ほ
ど
大
き
く
、
白
神
山
地
の
落
ち
葉
は
10
㎝
以
上
積
も
っ
て
い
て
、

そ
の
下
に
更
に
腐
葉
土
の
層
が
数
十
㎝
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
人
工
林
に

な
っ
て
間
伐
が
行
き
届
か
な
い
林
地
に
な
る
と
水
源
涵
養
機
能
は
ぐ
っ
と
落
ち

ま
す
。
畑
も
畝
間
に
雨
水
を
た
め
ま
す
し
、
暗
渠･

明
渠
も
そ
れ
ぞ
れ
雨
水
の
直

接
流
出
を
緩
和
し
ま
す
。

政
府
も
そ
れ
に
は
気
が
つ
い
て
、
総
務
省
は
森
林
整
備
の
た
め
に
自
治
体
に

配
る
資
金
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
を
増
額
す
る
と
し
て
い
ま
す
（
東
京
新
聞
12

月
28
日
ｐ
６
）
が
、
一
方
で
は
自
治
体
に
権
力
を
与
え
て
、
小
規
模
山
林
地
主

の
権
利
を
奪
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
井
上


